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伝統の継承 と発展
一 モ ー イラ ・ヴ ァッカンツィー の 哀 歌(そ の2)一
春 木 孝　子
1.ア イル ラ ン ド語 詩 の 伝 統 の 継 承
　 モー イラ ・ヴ ァッカンツ ィー の詩 に見 られ るアイル ラン ド語 で書 か れた
詩 の伝 統 を、『伝 統 の継 承 と発展 一 モ ー イラ ・ヴ ァッカ ンツ ィー の 哀 歌
(その1)一 」 にお いて、哀歌 とい うアイル ラ ン ド語 詩 におけ る一種 の ジ ャ
ンル ともい える文学 の レベ ルか らす でに述べ た。 ここでは、 さ らに二 つ の
レベ ルか らまとめて お きたい。使用 され る言語 その ものお よび詩形 式 の レ
ベ ル、 内容 の面 か らは先行 詩人 たちが うち立て た文学 のテーマの レベ ルで
あ る。
　 ヴ ァッカ ンツィーの詩 の言語 は、現在 もア イル ラ ン ド語 を主要 言語 と し
て話 すゲー ル タハ トと呼 ばれ る四つあ る地域 の一つ 、 アイル ラ ン ドの西 に
位 置 す るデ ィ ング ル半 島 を 中心 と した 地域 、 コー カ ・グイ ー ネ(Corca
Dhuine)と呼ばれ る西 ケ リー地 方で話 されて いる アイル ラン ド語 に根 ざす
アイル ラン ド語 であ る。 詩人の母 方の叔父 であ り、彼 自身偉大 な詩人 であ
ったポy一リ ック ・デ ブ ラ ン(P益iddg　de　Brun)がこの半 島 の先 端 の村 ドゥ
ン ・ク ィン(Du皿Chaoin)に居 を構 えて土地 の人 々 と交 じ り合 って い たが、
その家 で毎年夏 を過 ご した子 供の ころか らの言葉 と文化 に触 れた経 験 が こ
の詩 人の根底 をな している。ω
　詩入 の用 い るコー カ ・グイー ネの アイ ルラ ン ド語 を一言で言 え ば、古 い
形 を残す方言 と言 える。 現在、 ア イル ラ ン ドで公 けの場 におけ る文法 とつ
づ り字の基本 とな っているのが、「標準 アイ ルラ ン ド語」(an　caighde5n　oi五一
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giul)と言われ るもの であ り、1958年にはその題で本 として出版 されてい
る ものである。(2)この基準は決定されたころの主要な方言の歩み寄 りの末
に公的に規定 された ものであ り、それまでには四つの主要なアイルラン ド
語主要言語使用地域 における方言はそれぞれが孤立 して別個の道を歩んで
いたために、あ くまで も発音 とつづ りそ して文法の面での妥協の産物 であ
った。(3)
　 「標準 アイ ル ラ ン ド語」 では、例 えば、動 詞 は1人 称 を除 い て、 原則 的
に主語 と動詞 に分 け た形 を取 るが、 コ.__.カ・グイー ネでは、 今 で も古 い結
合形 が 話 し言葉 で も用 い られて いる し、書 き言葉 で もその形 が優 勢 であ る。
言 うまで もな く、 この地 方出身の文学者 はヴ ァ ッカ ンツ ィー に限 らず、 コ
ー カ ・グ ィー ネを誇 りに して意識的 に も無意 識 に もこの形 を使 うこ とが多
い。 そ して この地 方 の 人 々の言 葉(taint　na　ndap:ine)、英 語 で言 え ば`folk
speech'、つ ま り、実 際 に話 され てい る言葉 が ヴ ァッカ ンツ ィーの 詩 の言
語 の基 礎 で あ る。
　 しか し彼 女 の詩作 品 は、それだけ に止 ま らず、 ヨー ロ ッパ とアイル ラ ン
ドの豊 か な文 学 の知 識 も兼 ね備 え た もので あ る こ と も大 き な要 素 で あ
る。(4)その素養 は子供 時代か ら多 くの時 間を身近 に一 緒 に過 ご した、前 述
した母方 の叔 父 であ るポー リ ック ・デ ブ ランの影響 で培 われた。彼 は アイ
ル ラ ン ド文学 の 古典 のみ な らず 、広 くヨーロ ッパ の文学 に造詣 が深 く、 自
分 自身 もア イル ラ ン ド語 の詩 を書 き、古典 の劇 を訳 して上演 した りも して
い る。(5)そうい う叔 父 の 身近 にいる こ とで 自然 に薫 陶 を受 けた ヴ ァッカ ン
ッ ィー は、 ダブ リン大 学ユ ニバ ー シテ ィ ・カ レ ッジお よびパ リ ・ソルボ ン
ヌ大学 でア イル ラ ン ド語(ゲ ール語)お よび現代語 文学 を専攻 した。培 っ
た素養 は、1959年には ゲール語 の訳 詩集 『心 の糧』(んHθαπF認qf窃 側8ん∫)
を 出版 し、 また、叔 父 のゲ ー ル語 の 訳 詩 集 『ミゼ レー レ』(Miserere)を
編集 して1971年に出版 している ことに も見 られる。
　 また、詩 の言語 の レベ ルのみ ならず、 さらには、 内容 とい う点 にお いて
は、 ケ リー地 方 の詩人 としての先駆者 で あ り、偉大 な伝 統の体現 者 であ っ
た17世紀 の詩 人 ピア ラス ・フ ェリチェー ル(Piaras　Feiriteiエ)の影響 も、無
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視 で きない もので ある。
　最初から、私の一番の 「英雄」は17世紀の詩人で大将のピアラス ・フ
ェリチェールで した。彼の名前 はこの地方だけでなく、(中略)我 々の
家で高 らかに響 き渡っていて、 まるで他 に入はいないかのようで した。
或 る夏、あのアイルラン ド語辞書のディニーン神父は、我 々の家 を本部
とし、私の叔父 を書記兼運転手 として、 フェリチ ェールの詩の新 しい版
に入れるためにフェリチ ェールについての昔話 を集め、この地方 を くま
な く調査 していました。彼が集めた話か ら想像 されるこの詩人の性格は
私 を含 めた子供たちを魅了しま した。人々の心のなかではiフ ェ リチェ
wル は英雄 と豪傑が混ざった人で、彼の詩はその多 くが昔話のなかに残
っていて、心 をひきつけるもので した。
　 このエ ピソー ドは、彼女の自伝である 『国 と同 じ年 に生 まれて』に出て
くるものである。 ここで触れ られているディニーンの 「フェリチ ェールの
詩の新 しい版」 とい うのは、「ピアラス ・フェリチェール詩集』の拡大改
訂版で1934年に出版 された ものだと確定で きるので、 このエピソー ドが ヴ
ァッカンッィーが10歳前後 だったころの話 と推定 される。㈲ 十代か らの ヴ
ァッカンツィーにとっての 「英雄」であったフェリチェールは、彼女が成
人 とな り詩人となるにつれて、生涯の英雄 となってい く。修士論文にピァ
ラス ・フェリチェールを選び、その興味はさらに専門的にもなる。そ して、
2005年の現在の時点において、修士論文の内容 に新たに時代背景の研究 を
書 き足 していて近 い将来出版予定であるとい う。(7)詩人の長い年月 にわた
るなみ なみならぬ興味 と尊敬の念 を思わせ るのは、1997年にアイルラン ド
語選詩の英訳集を 『翻訳』と題 して出版 したときにも、最後 を飾るのは224
行 に及ぶ、 ピアラス ・フェリチ ェールの 「哀歌」であったとい う事実であ
る。(S)それは1646年ごろにフランダースでスペイン軍軍人として最後 を遂
げたケリー地方の貴族の息子のモーリス ・フィツツジェラル ドという勇者
の死 を悼む 「私の時代における君がための憂欝 と気欝」 とい う題の哀歌で
あるが、⑨ このピアラス ・フェリチェールの哀歌についてここで簡単に述
_.__
べ てお くこ とは、 あ とで ヴ ァッカ ンツ ィ._._の詩形式や韻律 そ して 内容 を考
えてみ る と きに有効 であ ろ う。
　 形式 で い えば、彼 の詩 の主 な もの は、音 節の数 に基づ く、いわ ゆる 「直
線 的 な詩 の 韻律」(meadaracht　an　chin　direach)で書 かれ てい るの も多 い も
の の、 おそ ら く英 語 の影響 か ら16世紀の終 わ りにな って出 て きた 「哀歌 の
韻律 」(meadaracht　an　chaointe)で書 かれて いる ことが特徴 で あ る。(10)「哀
歌」 で な くともフェ リチ ェール は この 「哀歌 の韻律」 を用 い る ことが ある
ほ どで あ った。 「この 詩形 は4行 で1連 と し、1行 には4つ の強 勢 が あ る
基 本母 音が あ る もので あ る。 この4つ の基 本母音の うち、 同 じ行 の2番 目
と3番 目の母音 は呼応 す る。最初 の母音 は強勢 があ る どの他 の母 音 とも呼
応せ ず、 同 じ連 の 中のあ るい は詩全体 のすべ ての行 の最終 強勢母音 は呼応
す る。母音 が呼応 す る とは、短 母音 であれ ば完全 に音 が一致 す る ことで あ
るが 、二重母 音や 三重母 音の場 合 は、 その 中の主要 な母音 の音 が 一致す る
こ とで あ る。例 え ば、c甜、　ao1、　aer、　lae、　 eの母音 は5つ と も呼 応 して
い る。」(11)しか も、 フェ リチェール は、例 えば このモ ー リス ・フ ィ ッッジ
ェ ラル ドの哀歌 にお いて は、一行 の強勢が あ る基本 母音 を4つ で な く3つ
に した り、基 本母 音 の呼応 に第2強 勢 がつ いていた りす るよ うに、 この基
本 的 なルwル を微妙 に変化 させ て用 いてい る。 デ ィニー ンが フェ リチ ェー
ル の韻律 は複 雑 で あ る とい って い るの は この微 妙 な変化 のせ い で あ ろ う
が 、 それ は多様性 と美 しさ、 そ して進取 の気 質 に もつ なが る。 アイル ラン
ド文化 が滅亡 の危 機 にあ る とい う意識が ケチ ンに 「輝 か しい新 しい貢献 を
させ た ので あ る」(12)と、 デ クラ ン ・カイバ ッ ドが フェ リチ ェー ル と同時
代 人 の歴史家 で詩 人 の シ ャハ ル ー ン ・ケチ ン(Seathrjn　C6itinn)につ いて
言 った ことが フェ リチ ェール に もあ て はまる。 カイバ ッ ドは、 さ らに もう
一 人 の詩 人ポ ー ドリギ ン ・ハ ケ._..ド(Padraigin　Haicead)を加 え た この3
人 の詩作 品が非 常 に質 の高 い ものであ る と評価 し、 「1600年か ら1650年に
至 る彼 らの時代 を現代 アイル ラン ドの文学 上の次 々 とお こる文芸復 興の第
1弾 であ る と言 って も誇 張で はな い だ ろ う」q3)とさえ言 って い る。 これ
らの詩人 の作 品か ら征服 され た国の言語 が多 くの古 い芸術規 則か ら解 放 さ
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れて詩の なかで驚 くべ き生命 力 を持 ち続 けて いる様子 を如実 に知 る こ とが
で きるので あ る。
　 また、内容 の面 で いえば、 このフ ェリチ ェールの哀歌 におい て も伝 統 に
の っ と り、 自然現象 の哀 しみ の表現、生前 のモ ー リス ・フィ ッツジ ェラル
ドの勇姿、 これか らの歴史 を担 うべ き若 い命 が失 われた ことに よる重大 な
国の損 失、 な どが詠 われてい くが、 なかで も、勇者 の死 を嘆 く数多 くの女
性 た ちが描 かれる こ とが興 味深 い。 ヨー ロ ッパ 中か ら集 まった様 々 な階級
の将校 、大将 、一緒 に戦 った兵士た ち、そ して何百 人 とい う一一族 の人 々が
葬列 に連 なる様子 を描 く前 に、戦死 を した軍人が古 い名家 の家柄 の人 々が
亡 くな る ときに予兆 と して哀 しみ を嘆 くバ ンシー(bean　si)、葬 式 に連 な
る泣 き女 た ち(bean　ghuil)のみ な らず、部屋 に籠 もって人 知 れず 泣 い て
い る彼 を密か に慕 っ ていた多 くの優 しく育 ちの 良い貴 族の女性 た ち(iom-
dha　rfgh-bhean　mhonla　mhodhmhar)、比較 と して 出 され たギ リシ ア神 話 の
ヴィー ナス とい うよ うに、女性 たちの嘆 きが描かれ る連が続 く。 そ して、
哀歌 を歌 うのが 自分 で ある こ とを言 った うえで、 自分 に とって モー リス ・
フィ ッツジェ ラル ドが どの ような存在 であっ たか を描 き、 その存在 が無 く
な った今、 自分 の存 在 も死 んで いるのに等 し く、苦 しみ と苦痛 を感 じてい
る とい うこ とで最後 を まとめ ている。
　 ヴ ァッカ ンツィー に とって フェ リチ ェールが 「英雄」 であ る とい う言葉
の も う一つ忘 れてな らない側 面 は、 フェリチ ェー ルが 軍人 であ った こ とで
あ る。 ノル マ ン人 の家系 ジ ェ ン トル マ ンの階級 に属 した将校 で、1641年の
「反乱」 に参戦 した。 この 「反乱」 は アイル ラ ン ド人が犠牲 にな って い た
不 公平 が 「最 も組織 的 かつ効 果的 に行 われ て い た アル ス ター」(14)で起 こ
り、次 々と レンス ター、 マ ンス ター、 そ して コナハ ト地方 に広 が った もの
だ った。マ ッカー シー家や オサ リバ ン家 な どの よ うに、 この階級 の古 い名
家 は、詩人 を庇護 して家 の歴 史や戦功 を称 え る詩 を書 かせ てい た時代 に、
ピァラス ・フ ェリチ ェールは その役 目も自分 で果 した。 プ レ ンデ ン ・ク リ
フォー ドの言 うように、 ピア ラス ・フェリチ ェール は 「ノルマ ン系 アイル
ラ ン ド人の ジ ェン トルマ ンで、 自分 自身の詩 人 になる ことに よって、 アイ
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ルラン ド人 よ りアイルランド人 らしいアイルラン ド人 になった」(15)ので
ある。 ゲール語 の詩 を書 くことによりアイルラン ドの生活をより徹底 して
経験 した とい うことは、 しか し、英国のアイルランド植 民地化 の流れにの
み こまれ、没落 してい く階級になるということである。 フェリチ ェールが
哀歌 を書いたモー リス ・フィッツジェラル ドの死の3～5年 後 には、イン
グラン ドか らクロムウェル と300人の 「鉄騎 隊」 を含 む1万2000の兵が ダ
ブリンに到着 し、その後アイル ラン ドは再征服 される。
　 ヴァッカンッィー 自身、政治 とはきって もきれない生涯 を歩んでいる。
前述の母方の叔父ポーリック ・デブランがそもそ もドゥン ・クィ ンに移住
して隠遁者的な生活 を送 るようになったのはr親 友であったショー ン ・マ
クダーモ ッ トが、1916年の復活祭蜂起の指導者の一人 として処刑 された後
の深い悲 しみのため、理性 と命が危ぶ まれた というのが理由であった。ア
イルラン ドをアイルラン ド語を話す国家 にするという純粋 な気持 ちで生 き
る希望 を持 ち直 した人であった。(16)この叔父の妹である母親 も若い ころ
はIRAの女性部門であるCumann　a　mBanに所属 していた。父親 は、若い
頃か らアイルランドの統一独立 をめ ざしてIRAに属 し政治運動 をして きた
人で、アイル ランドの独立の後は、1933年の総選挙で成立 したデ ・ヴァレ
ラを首相 とする政府において財政大臣をつ とめた人である。そ ういう家族
であったか ら、アイルランドの歴史や政治に対する意識 は高 く、本人自身
も大学の後、4年 間法律 を勉強 して弁護士資格 を取得 したのち、外交官 と
して外務省やスペイ ンのアイルラン ド大使館、ひいては国連でアイルラン
ド代 表 として、 また、欧州共 同体(EC)の 議会でアイルラ ン ドの代表 と
して も1947年か ら1962年に結婚 して退職する まで働いている。(17)滅亡の
危機 にさらされ ようと していた時代 と三百年にわたる植民地のすえに独立




　こうい う点 もあいまって、哀歌 における特徴的な感情 は、歴史のなかに
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おける個人の役割の損失であ り、その個人の損失 によ り時代が変化す るこ
と、 また、その歴史の変化 を記録 として捕 らえることでもある。個人的な
喪失感 もさることなが ら、主眼は死者が個人 としてのみならず、公の人間
としていかに大 きな存在であったか を伝えることである。それが時代が下
がって詩が庶民の もの となった18世紀の後半 になって も、そ うい う詩の公
の側面における働 きを伝統 として保ちつづ けたことと、私的な感情 をむき
出 しに表 さないという社会的な慣習 とがあい まってアイルラ ンド語の哀歌
の伝統 を形作 っていると言える。
皿.ヴ ァッカ ンツ ィーの詩 におけ る哀歌 の発展
∬-1.「海の収穫」(`F6mhar　na恥rraige')
　 ヴァッカンツィーの詩に論を戻す。彼女の哀歌 には、伝統 を意識 した詩
が あることを、『伝統の継承 と発展　一 モ 一ーイラ ・ヴァッカ ンツ ィーの哀
歌(そ の1)一』においてすでに論 じたが、 また、個人的な喪失感 を中心
に据えて描かれた哀歌 もある。 しか し、ヴァッカンツィーの詩の本領 はき
わめて個人的な感情 を交えていなが ら、常 に個人を超 えた伝統 を意識 して
いる点 にあると思える。それは伝統の発展であ り、20世紀に新 しく独立国
家 となって国語兼第一公用語 となったアイルラン ド語で詩を書 くときに優
れた詩人が取 り得た道で もあった。 ここで取 り挙げたいのは、伝統の発展
とい う観点か ら彼女の優れた詩のなかで も筆頭 に数えられると私が考 える
二 つ の 詩、「海 の 収 穫」(`Fomhar　n 　Farraige')と「母 の 死」(`has　rno
Mhathar')である。
　 「海 の収穫」の詩 は、隣人の家族の息子の通夜 に行 った折 りとい う状況
を受けて書かれた詩であ り、伝統的には母親の嘆 きが哀歌になるべ きもの
であろ う。あるいは、隣人である詩人が母親 と気持ちを一に した ら哀歌 を
詠 むことも可能であろう。そ して、そ うい う形式が代表的なパ ターンであ
った ことは、『アイル ラン ドの南の地域における哀歌』の中で見本 として
収集 された哀歌 をみるとわかる。q8)しか しなが ら、詩人はそ うして はい
ないどころか、その息子のために追悼の詩は作 らないと言 う。 しか し現実
　 　 .__.
としては、「ああ、なん と悲 しいこと1」 の各連の最後の行 における繰 り
返 しがその まま文字通 りの嘆 きか皮肉かは別 としても、追悼の詩 として残
されたのであ り、この非常に複雑な態度が、伝統的な、あるいは、慣習的
な死者 に対す る追悼 の形 とはかけ離れたこの詩の話 し手の個性が表現 され
る結果 となっていることが、詩全体を読んでまずなによりもこの詩の特徴
として伝わって くることである。
　 ==　連は特 に新 しく目を引 く形では始 まっていない。詩の形式 としては
伝統的な4行 の後 に2語 で成 り立つ行 「ああ、なん と悲 しいこと!」 が加
わっていることくらいであろうか。各行 には強勢がある基本母音が4つ あ
り、 また、各行の最後の基本母音がすべて一致 していて、先にみた 「哀歌












　 若 い ままに命 をお と した息子 を嘆 く母 親の言葉で心 に迫 る ものが あ るの
は、特 に、 第一連 を通 して内部韻の影響 が大 きい。広 い母音 で あるオ音 と
ア音 が繰 り返 されて最後 の 「あ あ、 なん と悲 しいこ と」(`Is　och6n!')のオ
の音 と呼応 してい る とい う効 果 ともあ い まってい るか らであ ろ う。ooaa/
ooaa!aaia　1　uoia　loと各行 の基本 母音 を拾 いあ げ る とその こ とが わ か る と
と もに、3行 目の イ音 と4行 目最初 の ウ音 イ音が気 になって くる。 イ音 は
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「老齢」(crfne)という語であ り、ウ音は 「よ くある」(dual)、イ音 は 「無
謀で」(fiain)という語である。(20)ここで、人々の言葉(cainte　na　ndaoine)
が意味をもつ。母親が発 した 「老いはお前の運命 にはなかった」 とい う表
現 は、こういう場面での人々が慣習 として用いる決ま り切った言い方であ
り、事実を事実 として受け入れるために自分にいい きかせている類の もの
であると考えられ る。
　 ここでは、死や運命に関するアイルラン ドの人々の考え方 も確認するこ
とがで きる。『ケル トの遺産』に書かれているように、神話 な らず民衆 の
問において死 は事故のように突然襲 うものではな く、人知を越 えた不可思
議な世界の働 きで 「運命」 として生まれたときか ら定め られた ものである
と考え られていた。 しか し、 さらにそこには、無意識なが らも、伝統的に
アイルランドのみな らずケル トの名残の地域で特 に英雄 の死 として考 えら
えていたことが表明されてもいることは見逃せ ない。特 に、 この言葉 を聞
いた詩人には見過 ごせ ないものであった。つ まり、英雄 にとって　 r::ふさ
わ しい死 に方は突然暴力的に命 をお とす悲劇的な死であるという考 えかた
である。(21)
　 しか し、突然の死に見舞われた若者である息子 を、無意識の言葉によっ
て英雄の地位 に押 し上げてしまう可能性 を遮るかのように、第二連では、
この死者が、話 し手に とって実際はどの ような人間であったかについて、
読者が予測 もしなかったことが明かされる。秘密 を知 る話 し手は、通夜 に
おける身内のみな らず、人々が語 る死者の生前が完全 に嘘である ことを言
























私の耳には怒鳴 り散 らす、気味の悪い泣 き声
私たちはどうしようもないやつを二度
溺れさせる。一度は潮流で、今度はお世辞 に






母親の言うことはこ うだ 「優 しくして くれたのに。
刑務所 を出てか ら、告解にも行ったのに…」
人魚の青緑色の髪が コーニ ングの上に広が り
聖霊降臨節 に生 まれた幼児は絞首刑か ら逃れたのだった







　 ここでは慣習的な言葉に隠された欺購があ りあ りと視覚的のみならず聴
覚的に伝 えられてい る。第二連の最初の2行 は、 どうして も「取 り替 え子」
(iarlais)を読者 に思い起 こさせずにはおかない。(22)妖精が連 れ去 った本
当の子供 を連れ戻 し、その代 わ りにおいておかれた 「取 り替 え子」を撃退
する方法の一つに川で も湖で も水に投 げ込むというのがある。『ケル トの
遺産』では、 この民衆 の考え方 にさらに次の ような解釈を加 える。「人 間
の子供の本質の中の この世の ものでない面を人格化 したものが取 り替 え子
とい うものの存在であるとする考え方 をするのであるが、それが正 しい と
した らこういう神話はキリス ト教以前の儀式で、洗礼 と類似す るものであ
る。水 に浸かることによって人間の子供 は儀式上、「追放 され」 あるい は
「露出 され」て、その結果超 自然 とは切 り離 され、不可思議 な 「別の」 自
分 自身にとりつかれ ることがな くなる。」
　 「溺 れさせる」(bane)は、アイルランド語で はもう一つ 「洗礼 を受け さ
せ る」 とい う意味 も含 むわけで、通夜で述べ られる 「お世辞」は話 し手の
知る 「どうしようもないやつ」 を今度は英雄 として記憶に生 き返 らせ る可
能性 につ なが ることを示唆 している。同 じ髪 でもアイルラン ド語 のfo]tは
しばしば誘惑するような美 しい髪に用い られる語であ り、そ うい う髪で包
み込む神話に出てくる人魚や難破 したコーニングはまさしく英雄 にこそふ
さわしい。
　 そうい う記憶の変容装置を、話 し手は 「壁の穴」に事実を話 して阻止 し
ようとする。「壁の穴」 はディニー ンの辞書に よると 「逃げ口上 として、
他 の人が聴いているとき、秘密は壁の穴に向かって話 された」 という説明
があ り、それで 「私が話 しているのは、壁の穴のあなたにです」 とい う言
い方 をす るとある。(23)つま り、詩人 は秘密 をうち明 けてい ることを意識
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している。母親 もまた、あ りきた りの言葉(「優 しくして くれたのに」)と
悪 い面 を取 り繕 う言葉(「刑務所 出てか ら、告解にも行 ったのに…」)を発
す ることで、息子の良 き姿にすべての記憶 を塗 り替える。
　 こうい う母親 とそ して通夜の客 たちに対抗 して戦 う詩人 は次 の第六連


















哀れなものよ、私 に頼 らないで くれ
た とえ取 るに足 らぬほ どにせ よ、 自分で生 きたのだか ら









ガーリグ ・キラーニグの通夜 をt語 りつたえよ
これほどいいお通夜 はいままでなかった
司祭 も通夜の客 も、黒 は白のなかに入れ込み
今、彼女の息子は棺の蓋の下に横たわる
ああ、なんと悲 しいこと
　 シングの 『海に駆 ける男たち』を待つ までもな く、アイルラン ド人にと
って海は生活の糧 を与えて くれる恩恵をもた らす存在 であると同時に、船
で漁をする男たちの命を奪い去 る過酷な存在で もある。そ して、男達の命
を奪い去 る海は与えた ものか ら穫 り取 りを行ったとも言えるのである。長
い年月 して きたように、村人たちは再びこのガーリグ ・キラーニ グの通夜
で もいつ もの言葉(「これほ どいいお通夜はいままでなかった」)を交 わす。
しか し、詩入は、あ くまで も死者 には死者 として葬 られて欲 しい と願い、
再び舞い戻って くることな く肉体 を朽 ちるままにして欲 しいと願 う。最後
か ら2行 目のアイル ラ ン ド語 でibhfblachは、「横 たわる」 とい う訳 に し
たが、「隠れて」 という意味 もある。願いにも関わ らず、 また よみがえっ
て くる可能性 を意識 しているのであろうか。
　 ここまで無意識の慣習 とは相容れない生 き方 を貫こうとしてい る詩人の
考 え方は、非常に伝統的な形式 を全体 に貫いている詩(4行 詩 という形式
と各行の最後の基本母音が一致 していること)の中にあって矛盾 しなが ら、
相克の力関係を読者 に効果的に伝 えていると思 う。その矛盾は、 また、「あ
あ、悲 しいこと」 とい う繰 り返 しは母親の嘆きの言葉であって全体 を貫 く
通奏低音 となっているとともに、第二連、第三連の ように皮肉にも響かな
いわけではない不協和音 を奏 でる ものともなっていることと もつなが る
一13一
し、「どうしようもないやつ」 には哀歌 を書かないと断言 しなが ら、 この
詩が哀歌 として残るという矛盾 とも絡みあっている。
　 ウィリアムズ とフォー ドは、 ヴァッカンツィーの 「ジャック」 と題 され
た初期の詩について、代 々の農民であるジャックとい う詩人の想 い人 を歌
いなが ら、詩人の側か らのジャックに対する理解 とジャックか ら側の理解
の外 にある詩人 につ いての詩である とい う解釈 をしている。(24)「海の収
穫」は 「ジャック」 よ り複雑な構成 と内容を持 っているが、アイルラン ド
の人 々の生活 に根 ざした話 し言葉 を用い るこ とにより無意識 な言葉の連
想、人 々の想像力 を駆 り立てる人知を越 えた物事のあ り方に対する伝統的
な解釈 としての文化に も深い理解 を示 しなが ら、それ らの外にある新 しい
時代 を見 ようとするヴ ァッカンツィーの詩であると言 える点では通 じる も
のがあ ると思われる。
皿一2.「母の死」(`脱sMo　Mh舳ar')
　「母の死」の詩人が母親の死の瞬間に立ち会 うとい う状況設定 は、まさ
しく女性 による哀歌の伝統にのっとった ものである。 しか し、乱 れた心 を
髪 を振 り乱す、血 を飲 む、などあ くまで も肉体的な態度で示 し、そして、
死んだ人の栄光の業績 を振 り返 り、数えあげてい くといった形式か らはは
ずれている。あるいは、愛するものが去 った後の苦 しみ、悲 しみ、亡 くな
った喪失感が どんなものかを切 々を描いてい くことを しない。(25)そうで
はな くて、死 に臨んだ母親があ くまで生 に固執することを想定 し、生の代
表である娘 としての詩人が母親の側に立 って最後 まで一緒 に戦 う戦士 とし



























父を遠 ざけ、理性 を説 くことは
死に際、それは私が考えていたような ものではなかった
心を動かされ、希望があって、夕暮れの太陽の
そ して、花々の光が輝 き、司祭の声が響 くような
私の顔が母の顔の上にあって
母の手が私の手 を握っているような







最後の裏切 りは存在 しないのだ、神の十字架 にとっては
　 伝統的に哀歌 においては死 を悼む人々に同調するかのように、風のよう
な自然の現象や山のような自然風土 も荒々 しさを増 して悲 しみを表す。こ
の詩 の2行 目の 「海の ように青い」母親の眼はその延長にあるだろう。 し
か し、その視線が 「岩 のように堅い」 というとき、読み手は予想 との違い
に衝 撃 を感 じる。それは、死を悲 しむ同情 を拒んでいるような視線であ り、
生 きている側で母親の傍 に立つ詩人を突 き放す視線である。思い もかけな
い表現 はまさしく詩人が感 じた疎外感を伝える。この衝撃は詩の韻律によ
って も増幅 されている。詩全体は厳格 に規定の韻律 を守った ものではない
のだが、第一連の最初の4行 が端正 な形をしているか らである。7-3-
7-3と いう音節数が繰 り返 されているのみな らず、奇数行の最後の基本
母音1a1が偶数行の真 ん中の基本母音/a1と一致する とい うuaithneと名付
け られている韻律で成 り立っているか らである。 これは、音節 の数に基づ
く、 いわゆる 「直線的 な詩の韻律」(meadaracht　n　dain　d愈each)の主 な形
deibhideが必要 とす る韻律 の形の一つである。そして、この詩形が与 える
安定感の予想 をも裏切 られる読者 としては、衝撃の大 きさに、思わず、こ
の母親 と子 とのいままでの関係を愛情のあるものではなかったのか と疑い
もす るのであるが、次の5行 目か らの3行 はその疑いを完全に否定す る。
死に際の母親にもっと何か してあげたかった、 もっと何かをしてあげるは
ずだったと考えていた ことがで きなかった とい う詩人の切実な気持が前面
にでているか らである。(27)
　 この第一連の最後の3行 はまた、7つ の音節数 とい う基本韻律 を全体の
基調 とする役割 も果た していて、先 に述べたように厳格に守 られてはいな




えに老いや病気 の よ うな静 か な死 はanhclimaxであ り、栄 光 と悲劇 の死 つ
ま り戦いの 中で激 し く命 をぷ っつ りと絶 たれる よ うな死 がふ さわ しい と考
え られてい た。㈱ 詩 人は静 かな死 を迎 え よ うと してい る母 親 の代 わ りに
英雄 の ように戦 お うとしてい るかの ように第一連 で は 「敵 の一団」(slua　na
namhad)のような戦 いのイ メー ジを出す。
　 第二連 で も、「強 い意志 を もった城塞」(caiseal　to a)1「偽 りの力」(te㎜
anεithigh)、「嵐の よ うに襲 いかか るだ ろ う」(chfochfadh)、「城壁 」(murtha)
の ように戦 いの イ メー ジは継 続す るが、 「鍛 冶屋 の私 の働 きが尽 きるこ と
は な か った だ ろ う に」(ni　bheadh　teora且em　ghaibhneoireacht1)とい う 「私
の働 き」 の 中には、第二連 の最初 にでて くる戦 い とは別 の イメー ジ、穏 や
か な夕暮 れの花 園 で優 し く寄 り添 う天使 の ような姿 での母 を守 る働 きも含
ん でいる と思 われ る。
　「私たちのつなが りが終 わるまで」(roimh　eag　don　aithne)とい うのは、
自分が母親とのつなが りを意識で きなくなるまで という意味であろ うし、
それ までは母親は 自分とともに自分の中に生 き続けるという、我々が一般
的に愛するものを失 った ときに最後に行 き着 く考え方か もしれない。また・
最後から2行 目、動詞の 自立形を使った「人が思 うように在 ることはない」
(Nf　mar　sntear　bfteaエ)の意味は、入々が知恵 として蓄えてい くよ り普遍的
な レベルへ と内容が高め られ、 また1最 後の行の 「神 の十字架」について
人々が常 日頃言っていることを持ち込むことにより、人々と同様の人生を
達観できたのか、 しようとするのか、それ ともそこには思 うようにならな
かった詩人の皮肉が混ざっているのか、複雑である。皮肉に して も、「海
の収穫」のように否定的に伝 わらないのは、詩の冒頭で詩入がで くわ した
母親の表情に対する驚愕の大 きさと、そ して詩人があらゆる想像力 を駆使




　 母方の叔父であるポー リック ・デブランの ヴァッカンツィーへの文学的
な影響 はアイルラン ドのみならず広 く西洋古典文学に造詣が深 い点にあっ
た。広 い意味での文学の伝統 に対する敬意の念が子供のころか らこの叔父
のおかげでおおいに育 まれた様子 は、詩人の自伝r国と同 じ年に生 まれて』
に詳 しい叙述があ り、著者は熱のこもった口調で子供時代の著者 にアイル
ラン ド語が アイルラン ドの一地域を超 え国際的 な視野を持つ ことに貢献 し
た有様 を書いている。現在ではマイノ リティーの言語 になって しまったア
イルラン ド語ではあるが、7世 紀、8世 紀 に遡 るとケル ト語は限 られた地
域的 な言語ではな く、西 ヨーロッパの各地で用 いられていた言語 であ り、
その言語で書 くということは、実 はもっと国際的な視野 をもた らす ことで
ある。
　 現在なお、 アイルラ ンド語 という言語媒体 にこだわって詩を書 きつづけ
ている詩人がアイルラン ドには数多 くいる。その中には ビディ ・ジェンキ
ンソ ンのように自分の詩が英語に訳 されることを堅 く拒んでいる詩人 もい
れば、訳者が居ない詩人 もいる。理由はどうであれ、英語 という大国の言
語媒体 によって より知 られることが少 ないとい うだけの理由で、同 じ国の
なかでその存在が より良 くそして高 く評価 され る詩人とそうでない詩人 に
別れることは仕方のないことではあるが、非常に残念なことである。アイ
ルラン ド詩の歴史においてシ ョー ン ・オリョーダン、マーチ ン ・オヂロー
イン・そ してモ・一イラ ・ヴ アツカンツィーは1930年代 にアイルラン ド語で
書か れた詩 を現代 的 に したこ とで、必ず取 り上げ られる3人 の詩人 であ
る。〈29)その時代 に、詩人 として彼 らを含めて多 くのアイルラ ン ド語で書
いた詩人たちが直面 した問題は、詩人たちが尊敬するにも反発す るにも先
達が いなかったとい うことである。マーチ ン ・オヂ ローインの詩集 の前書
きに よると、「詩 を書 き始 めた とき私 たちには二つの道があった。過去に
使 い果たされ尽 くし干か らびた ものになっていた伝統的な文体 を踏襲する
か、あるいは、 自分が知っている姿その ままの言葉の 自然なカ を利用する
かだった。」(30)
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　 しか し、それぞれに国が行 く道を模索 している時期 に新 しさを提示 した
詩を書いて我kに 残 し、先 を見据 える力 を与 えて くれる詩 を我々に残 して
いるという点で、特 に今の時代 にも通 じるものがあると思 う。一つの時代
の終焉、一人の人間の終わ り、その二つは相互に重な りあ う。モーイラ ・
ヴァッカンツィーのアイルランド語の詩 は、特にそのことを我々に意識 さ
せるものである。そ して、悲劇ではあるが、アイルランド語における栄枯
盛衰は歴史的に以下のことを証明 しているとデクラン ・カイバー ドは言 っ
てい る。「悲劇 にお いては終焉 は予想 した ような形ではやって こない。あ
る種の終わ りは来るかもしれないが当初言われたような死 は実際に訪れる
の とは違っている。」(31)この言葉があま り肯定的に思われないな らば、17
世紀の詩人ケチ ンについて、すでに引用 したカイバー ドの次のような言葉
もある。アイルラン ド文化が滅亡の危機にあるとい う意識がケチ ンに 「輝
か しい新 しい貢献 をさせたのである」。 この言葉を現代に適用 させ るアイ
ルラン ド語 の詩 を書 く詩人たちがモ ー イラ ・ヴ ァッカンツ ィー、カ トリ
ン ・モー ド、ヌアラ ・ニゴーニルに続いてさらに輩 出することを期待 しよ
う。
注:本 稿 は2004年4月、5月 、6月 の3回 、京 都 大 学 の 「ア イ ル ラ ン ド詩 の 会 」
　 　 と 「ア イ ル ラ ン ド語 研 究会 」 で 口頭 発 表 した もの に基 づ い て い る。 いつ も
　 　 貴 重 な助 言 、励 ま し と刺 激 を頂 い て い る こ の二 つ の会 の仲 間 た ち 、そ して、
　 　Geoffrey　O'Kane氏、詩 人 のJaclde　Mac　Donnchaに感 謝 の念 を表 した い 。
(1)　Mahe　Cruise　O'Brien,τ五召5αη2εAg805　the　State(Wisconsin:University　of
　 　 Wisconsin　Press,2004).特に 、 ラ シ ー ヌ 、 コ ル ネ イ ユ 、 ヴ ィ ヨ ン、 な ど
　 　 具 体 的 な 名 前 は99頁 か ら101頁を参 照 。
(2)　G召ロ∫ηα4αch加Gα θ記88α8配5　L'∫而 ηαGaeilge-AπC4∫8尭4顔η α β8'観
　 　 (Baffle　fAtha　Cliath:Anla　Fhoilsiu　Ag　Oifig　an　tSol五thair.1958,1960,1979,
　 　 2004)参照 。
(3)例 え ば 、1890年代 に コ ナ ハ ト地 方 の ア ラ ン 島 で か な りの レ ベ ル ま で ア イ


















カ ・グ ィー ネ を 訪 問 し た 際 に 「時 々 通 じ さ せ る こ と に大 層 苦 労 した 」 様




di.ff:University　of　VWales　Press,1992)にも 同 じ指 摘 が あ る 。301頁 参 照 。
こ の ポ ー ド リ ッ ク叔 父 の 考 え 方 で あ る ア イ ル ラ ン ド語 の 文 化 が 本 当 に 「ヨ
ー ロ ッパ 的 な 」 文 化 と し て 存 在 す る た め に 広 が り を 持 つ べ き だ と す る た
め に 、 土 地 の 人 々 や 文 学 関 係 、 音 楽 関 係 な ど様 々 な 人 々 と 交 わ っ て い る
様 子 、 ま た 彼 の 訳 し た ラ シ ー ヌ の 『ア タ リ 」 や コ ル ネ イ ユ の 『ポ リ ュ ー
ク ト』 が 修 道 院 設 立 の 学 校 で 上 演 さ れ た 様 子 な ど に つ い て は 、 前 出?'he
Same　Age　as　the,Stateの特 に96か ら111頁を参 照 。 「ア イ ル ラ ン ド語 を 勉 強
す る こ と が 発 展 性 が な く、 閉 所 恐 怖 症 で あ る な ど と い う考 え 方 は 、 あ り
の ま ま で あ っ た 私 た ち に は 全 く無 縁 の も の だ っ た 」(99頁)と い う ヴ ァ ッ
カ ン ツ ィ ー の 感 慨 は 、 そ の 後 の ア イ ル ラ ン ドの 政 策 の 中 で ア イ ル ラ ン ド
語 が 偏 狭 で 排 他 的 な 愛 国 心 を示 す た め だ け の 象 徴 的 な存 在 に 堕 落 して し
ま っ た こ と に対 す る 無 念 の 表 明 で あ る こ と を 特 に こ こ で 指 摘 し た い 。
引 用 は 、 前 出 肋6ε α耀A88α ∫∫加3卿8の84頁 か ら の も の 。 『ピ ァ ラ ス ・
フ ェ リチ ェ ー ル 詩 集 』と は 、Padraig　Ua:Dui皿i.n,　ed.D6η如Pぬf伽α'∫髭'r"6ir
(Dublin:Conradh　na　Gaelge,1904,　revised　and　enlarged　edition,1934)であ
る 。
前 出 、7'he　Same　age　as　the　Stateの323,340頁参 照 。
2001年に は ピ ア ラ ス ・フ ェ リ チ ェ ー ル の 恋 歌 に 触 発 さ れ て ノ ヴ ェ ラ 『若
き 女 性 』 も出 版 し て い る 。Mire　Mhac　an　CSaoi,　A　Bhecxn　CSg(fin...(lndre-
abhan:Cl61ar-Chorlnachta),
前 出D伽 ∫αP伽 ア朗1を'r∫'6アの 詩 として73か ら80頁 に採 録 。Thamas　Craftan
Graker,7物εKeep　of　The　South　of　Ireland(London:Percy　S　ocicty,1844)にも
採 録 さ れ て い る 。
(10)以下 、 ピ ア ラ ス ・フ ェ リ チ ェ ー ル の 詩 形 式 や 韻 律 の 説 明 な ど は 、 前 出 の
　 　 D4脚Ph'o雇3硲r'∫6'rの57から62頁、 お よびTJunta　Phiarais　Feiriteir‐Po-
　 　 ems,　with　tra皿slations　by　Pat　Muldowney(Aubane:Aubane　Historical　Society,
　 　 1999)の7か ら13頁 参 照 。 ま た 、 「直 線 的 な 詩 の 韻 律 」 に つ い て はKuno
　 　 Meyer,　A・Pr伽εr{ヅ捌 錦1匠8∫r∫c∫(Dublin:School　of　Irish　Learning,1909)も
　 　 参 照 。
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(11)同上 、Danta」Phfα雇5砲r'断rの57頁 お よ びD伽'αP痂 α雇 ∫髭'ア∫'6fr-Po-
　　　ems,　with　translations　by　Pat　Muldowneyの10から11頁 。
X12)Declan　Kiberd,　Irish　Ciassics(London:Granta　Baoks,2000}p.25.
(13)同上 、32頁 参 照 。
(14)ルネ ・フ ル シ エ 著 、 山 口 俊 章 、 山 口 俊 洋 訳 『ア イ ル ラ ン ド』 白水 社 、1997




(16)前出 、Z'he　Same　Age　as　the　Stateの86頁参 照 。
(17)伝記 上 の 事 実 は す べ て 同 上 参 照 。
(18)Thomas　Crofton　Croker,　The　Keen　of　7'he　South　of　Ireland(London:Percy　So-
　　　ciety,1844)を参 照 。 収 集 さ れ て い る18の 哀 歌 の う ち4つ が そ う い う パ タ
　　　 ー ン で あ る 。
(19)初出 はAηGo♂αr　Dめ 加c奴Baile　Atha　Cliath:Sairseal　ague　Dill,　l　g80)p.15。
　　　 また 、.A陀Cionn　Go　Dti　Seo(Baal.e　Atha　Cliath:S血rs6a10Marcaigh,1987)p.92




　　　 に あ る 。
(20)これ らの 音 に 関 して は 、詩 人 自 身 の 吹 き込 み テ ー プGuth　an　Fhite一忽6漉
　　　ル臨αcan　tS'aoi(lndreabh直n,　Co.　na　Gaillimhe:Cla　Iar-Cho㎜.achta　1陀o.,1992)







(25)例え ば 、 前 出 のT'he　Keen.　o,f　the　South　of　lrelandには18に 及 ぶ マ ン ス タ
　　　 ー 地 方 の ア イ ル ラ ン ド語 の 哀 歌 の 英 訳 が 典 型 的 な 見 本 と し て 採 録 さ れ て
　　　 い て 、娘 や 息 子 を 失 っ た 親 の 哀 歌 が 載 っ て い る 。 娘 が 亡 く な っ た 母 親 を
　　　詠 う タ イ プ の 哀 歌 の 採 録 は な い 。
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(26)前出 、Aη αo朋GoD'f5εop.9?.日本 語 訳 は春 木 の 試 訳 。
　　　　で 英 訳 もない の で 、春 木 の 試 訳 を参 考 まで につ け る。






















前 出 の?'he　Same　Age　as　the　Slateによ れ ば、 自伝 的 に は 職 業 を持 っ て 毅
然 と働 く母 親 を尊 敬 し、 愛 情 を も っ て い る詩 人 の 姿 が 描 か れ て い る。 詩
人 に は叔 父 た ち に あ た る母 親 の 三 人 の弟 た ち と も深 い精 神 的 な交 流 が あ
っ た 。 また 、現 実 に は母 親 の死 に 目に は 会 え なか っ た こ と に も言 及 が あ




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
　 　 Litearthaハぬ ηGo召」(Baffle　AthClia血;An　Cl6chomhar　Tta.1979,1985)、　J.　E
　 　 Caerwyn　Williams　and　Patdck　K.　Ford,　T'he　Irish　Literary　Tradition(Cardiff:
　 　 University　of　Wales　Press,19g2)など を 参 照 。 他 に 、 シ ョ ー ン ・オ ト ゥ マ
　 　 の よ う に 、 モ ー イ ラ ・ヴ ァ ッ カ ン ッ ィ ー を 詩 人 と し て 高 く評 価 し て い る
　 　 も の の 、次 世 代 へ の 影 響 の 大 き さ と い う観 点 か ら3人 の 詩 人 に モ ー イ ラ ・
　 　 ヴ ァ ッ カ ン ツ ィ ー で は な くiY..__つ若 い 世 代 に 属 す る ヌ ア ラ ・ニ ゴ ー ニ ル を
　 　 選 ん で い る 批 評 家 も い る 。R叩o∬GSSio12s(dark　University　Press,1995)p.7
　 　 参 照 。
(30)同上 、The　Irish　Literary　Tradition,　PP.296-7.
(31)前出 、 ∬risk　Classicsr　P.25.
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